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は近視の進行をできるだけ抑え、将来の眼の健康を守ることを目的とし

た治療です。近年、子どもの近視は世界的に増加しており、将来的に緑内障や網膜剥離、黄斑変

性などの眼疾患リスクを高めることが知られています。当院では、以下の近視進行抑制治療を行

っています。 

⚫ 低濃度アトロピン点眼：近視の進行を抑える点眼治療です。2024 年後

半には、日本で初めて承認された近視進行抑制薬「リジュセア®ミニ点

眼液」が登場しました。就寝前に 1 滴点眼するだけの手軽な治療法と

して注目されています。 

⚫ オルソケラトロジー：就寝中に特殊なハードコンタクトレンズを装用し、角膜の形状を整

えることで日中の裸眼視力を改善する治療法です。近視進行抑制効果も期待されており、

低濃度アトロピン点眼との併用も可能です。 

⚫ 近視管理用眼鏡：通常の視力矯正に加え、特殊なレンズ設計によって

網膜周辺部のピントを調整し、眼軸長の伸長を抑えることで近視の進

行を緩やかにします。当院では「ミヨスマート®」を取り扱っており、

低濃度アトロピン点眼との併用も可能です。 

⚫ 多焦点ソフトコンタクトレンズ：近視進行抑制を目的として厚生労働

省に承認された、日本初の 1 日使い捨てソフトコンタクトレンズ「マ

イサイト® ワンデー」を採用しています。 

 

はすでに進行した近視を手術によって改善する治療法です。メガネやコンタ

クトレンズへの依存を軽減し、快適な視生活を目指します。 

⚫ ICL・IPCL（眼内コンタクトレンズ）：小さなレンズを眼内に挿入（インプラ

ント）する視力矯正手術です。切開創は約 3mm と小さく、術後の回復が早い

ことが特徴です。角膜を削らないためドライアイのリスクが少なく、必要に応

じてレンズを取り出すことも可能です。また、両眼同時手術にも対応しており、

高い見え方の質と安全性が期待できます。 

※上記治療は全て自由診療(保険適用外)となります。 
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 特殊・専門外来   

 ●白内障/屈折矯正外来(フェムトセカンドレーザーを用いた白内障手術・多焦点眼内レンズ・ICL(眼内コンタクトレンズ)・オ

ルソケラトロジー・マイオピン点眼)●角膜外来(角膜疾患全般・角膜移植(PKP/DSAEK/DMEK/DALK)・羊膜移植・円錐

角膜・角膜クロスリンキング・エキシマレーザーPTK)●ぶどう膜炎外来●網膜硝子体外来(メディカルレチナ・サージカルレチナ)

●緑内障外来●涙道外来(チュービング・DCR)●眼瞼・眼形成外来(内反症・眼瞼下垂・翼状片)●ドライアイ外来●ロ

ービジョン外来●斜弱眼筋麻痺外来●小児眼科外来(斜視・弱視等) 

  予 約 不 要  

当院では、円錐角膜の進行を抑制する治療として「角膜クロスリンキング」を行っています。今回は、

新たな視力矯正の選択肢である「強膜レンズ」をご紹介します。 

強膜レンズは、角膜だけでなく強膜（白目）まで覆う大きなハードコンタクトレンズです。角膜の形状

が不規則な方や、通常のハードコンタクトレンズの装用が難しい方でも使用できる場合があります。円錐

角膜によって眼鏡や通常のコンタクトレンズでは十分な視力が得られない方、角膜移植後の方、強い不

正乱視のある方、重症ドライアイの方などに有効な治療選択肢として期待されています。 

 

ご興味のある方は、この機会にぜひご家族やご友人とご参加ください。

多焦点眼内レンズについてわかりやすくご説明いたします。 

当院では、基本理念のもと、スタッフ全員で症例の共有を行い患者さんにとっての最適解を選択しております 

西悠太郎先生（副院長・学術研究統括部長）は、第

130 回日本眼科学会総会に参加し、ベテラン眼科医や将

来の眼科医療を担う若手眼科医が多数集う「サブスペシャリ

ティサンデー5『多焦点眼内レンズの Now and in the 

Future』」において「多焦点 IOL の潮流」をテーマにパネリス

ト講演を行いました。学会で得られた学びを今後の西眼科

病院の診療や院内教育に活かしてまいります。(写真：左か

ら【敬称略】永田万由美(獨協医大)・鵜飼祐輝(金沢医

大)・川守田拓志(北里大・医療衛生)・西悠太郎(西眼科

病院)・鳥居秀成(慶應大)・森洋斉(宮田眼科病院)) 

16:00開始 (30 分間) 

後天性眼瞼下垂を改善する日本初の「点眼薬」が登場しました。これまで主な治療法は

手術でしたが、新たな選択肢として注目されています。この点眼薬は、まぶたを持ち上げ

る筋肉の一つであるミュラー筋を収縮させることで、一時的にまぶたを引き上げます。点

眼後 5～15 分ほどで効果が現れ、約 8 時間持続するとされています。手術に抵抗のある方

や、まずは点眼で効果を試してみたい方に適した治療法です。なお、本治療は自由診療（保

険適用外）となり、費用は全額自己負担となります。 

 

開催予定： 7月 2(木)  8月 6(木)  9月３(木)  10月 1(木) 

多焦点眼内レンズ(フェムトセカンドレーザーを用いた白内障手術)  

自由診療(保険適用外) 

シュプリーム 


